
（7） 2009年 4月15日発行 （第89号）

熊
谷
宿
を
過
ぎ
た
中
山
道
は
、

国
道
十
七
号
線
に
吸
収
さ
れ
北
西

へ
と
進
み
ま
す
。
途
中
の
石
原
と

い
う
と
こ
ろ
が
、
秩
父
往
還
の
分

岐
点
で
秩
父
巡
礼
の
人
達
で
賑
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
山
道
が
国
道
と
別
れ
て
左
へ

入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
植
木
の
一
里

塚
」
が
あ
り
、
今
も
樹
齢
三
百
年

以
上
の
欅
の
大
木
が
往
時
を
偲
ば

せ
て
い
ま
す
。

高
崎
線
籠
原
駅
入
口
の
四
辻
に

『
史
跡
別
府
氏
の
墓
』
の
標
石
が

あ
り
、
北
へ
入
る
と
別
府
城
跡
の

東
別
府
神
社
と
城
主
別
府
氏
一
族

の
墓
が
あ
る
「
安
楽
寺
」
が
あ
り

ま
す
。

別
府
氏
は
藤
原
氏
の
流
れ
を
く

む
名
門
で
、
一
五
九
〇
年
に
小
田

原
城
で
当
主
別
府
長
清
が
秀
吉
に

滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
南
北
朝
か
ら

戦
国
時
代
に
亘
り
四
・
五
百
年
も

抗
争
の
渦
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
地

を
支
配
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

籠
原
駅
入
口
か
ら
三
キ
ロ
半
程

北
上
す
る
と
深
谷
市
国
際
寺
に
入

り
ま
す
。
道
幅
は
旧
街
道
時
代
そ

の
ま
ま
の
二
間
〜
三
間
と
狭
く
、

左
側
に
旧
名
国
際
寺
村
の
地
名
と

な
っ
た
禅
宗
「
国
際
寺
」
の
森
が

見
え
て
き
ま
す
。

黒
門
を
過
ぎ
る
と
本
堂
の
裏
に

こ
の
寺
創
建
の
「
上
杉
憲
英
」
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
憲
英
は
上
杉
四

家
の
一
つ
山
内
上
杉
家
で
、
国
際

寺
一
帯
の
庁
鼻
和
城
主
で
し
た
。

『
深
谷
上
杉
氏
』
は
、
憲
英
・
憲

光
・
憲
信
の
三
氏
が
庁
鼻
和
城
に

住
み
、
次
の
房
憲
の
代
に
深
谷
城

に
移
り
、
氏
憲
ま
で
五
代
が
深
谷

城
主
を
務
め
ま
す
が
、
一
五
九
〇

年
秀
吉
の
小
田
原
城
攻
め
の
時
氏

憲
が
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
い
た

留
守
の
深
谷
城
は
前
田
・
浅
野
の

大
軍
の
前
に
降
伏
し
、
深
谷
上
杉

氏
は
滅
亡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寺
の
北
側
を
走
る
中
山
道
に
は

巨
木
が
連
な
り
『
深
谷
並
木
』
と

呼
ば
れ
往
時
は
五
百
本
近
く
の
杉

や
松
が
並
立
し
て
い
ま
し
た
。

今
も
深
谷
宿
入
口
の
常
夜
灯
あ

た
り
ま
で
そ
の
面
影
を
残
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
国
道
と
中
山
道
が

交
わ
る
処
の
『
見
返
り
の
松
』
は

高
さ
二
十
米
以
上
の
喬
松
が
三
・

四
百
年
の
樹
齢
を
誇
り
、
枝
翼
を

樹
上
に
の
ば
し
、
あ
ま
り
の
大
き

さ
に
参
勤
交
代
の
側
臣
が
振
り
返

っ
て
大
幹
を
仰
い
だ
り
、
又
前
夜

の
娼
婦
の
面
影
を
し
の
び
、
樹
下

で
宿
へ
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
見
上

げ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
交
差
点
の
電
線
や
標
識
の
邪

魔
に
な
る
の
で
、
枝
は
払
わ
れ
上

部
は
止
め
ら
れ
て
、
哀
れ
な
痩
身

の
姿
に
変
貌
し
て
い
る
の
は
誠
に

残
念
で
し
た
。

見
返
り
の
松
か
ら
二
百
米
程
先

の
「
東
の
常
夜
燈
」
か
ら
「
西
の

常
夜
燈
」
ま
で
約
一
七
〇
〇
米
が

『
深
谷
宿
』
で
、
江
戸
か
ら
一
九

里
五
町
（
約
七
十
六
キ
ロ
）
で
九

番
目
の
宿
駅
で
す
。
宿
の
周
辺
は

桑
畑
が
多
く
、
蚕
産
が
盛
ん
で
絹

織
物
が
主
産
業
で
し
た
。

宿
内
戸
数
五
二
四
軒
の
内
、
旅

籠
は
八
〇
軒
も
あ
り
中
山
道
中
一

番
多
く
、
六
軒
に
一
軒
が
旅
籠
で

そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
人
の
飯
盛
女
を

抱
え
、
人
口
も
男
八
九
五
人
に
対

し
女
一
〇
三
三
人
と
圧
倒
し
て
い

ま
し
た
。
吉
原
な
ど
か
ら
の
流
れ

妓
を
含
め
二
〇
〇
人
以
上
が
客
の

袖
を
ひ
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

隣
宿
の
熊
谷
宿
は
脂
粉
の
匂
い

が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
江
戸

か
ら
の
旅
人
も
、
二
泊
目
は
深
谷

で
と
決
め
て
い
た
ら
し
い
で
す
。

英
泉
画
の
深
谷
宿
に
は
、
五
人

の
女
が
客
引
き
す
る
振
舞
を
中
心

に
宿
の
宵
風
景
が
色
彩
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

宿
本
陣
・
飯
島
十
郎
兵
衛
氏
の

本
陣
跡
地
に
、
子
孫
が
飯
島
印
刷

所
と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。

モ
ル
タ
ル
造
り
の
印
刷
会
社
の

中
に
本
陣
当
時
の
床
・
柱
等
が
残

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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小
島　
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郎
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見返りの松（深谷市常盤町）
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私
の
町
は
ど
ん
な
町
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